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少限の独立なパラメーター (結晶学的非対称単位 1 個) のみを用いて計算する方法を開発し， これ
によって複雑な構造をもっ結晶についての計算がはじめて可能となった。さらにこの方法をポリエチ
レン，ポリピニルアルコール，ポリフッ化ピニリデンなどの結晶に適用した。得られた弾性定数の異
方性は実測結果とよく対応し，とくにポリエチレンについて計算した線圧縮率の値は最近測定された
信頼度の高い実験値とよく一致した。
以上のように同君の論文は結晶性高分子の力学的性質と具体的な結晶構造および分子内，分子間相
互作用との相関関係を明らかにする端緒を聞いた点で重要で、あり，理学博士の論文として十分価値あ
るものと認める。
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